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追
羽
子
を
つ
く
ば
の
山
に
上
ら
む
と
思
ひ
た
ち
し
は
、
明
治
二
十
四
年
の
夏
、

富
士
山
に
の
ぼ
り
し
時
の
事
な
る
が
、
荏
苒
た
る
歳
月
、
つ
く
ば
ね
の
名
に
負

ひ
て
、
ひ
い
、
ふ
う
、
み
い
、
よ
、
い
つ
、
六
歳
を
數
へ
來
て
、
都
は
春
の
風

吹
き
、
山
色
翠
を
添
ふ
る
今
日
こ
の
頃
、
少
閑
を
得
て
、
遂
に
程
に
上
る
。

　
横
山
達
三
、
澤
田
牛
麿
の
二
子
、
午
前
五
時
迄
に
來
り
て
余
を
誘
ふ
筈
な
れ

ば
、
寢
過
ご
し
て
は
な
ら
ず
と
、
心
し
て
寢
た
れ
ど
、
曉
を
覺
え
ず
と
い
ふ
春

眠
い
ぎ
た
な
く
、
六
時
に
い
た
り
て
、
や
つ
と
眼
覺
め
た
り
。
こ
れ
は
大
變
と
、

飛
び
起
き
て
、
冷
飯
か
き
込
み
、
行
裝
と
ゝ
の
へ
て
、
こ
れ
で
よ
い
と
待
て
ば
、

二
子
生
憎
來
た
る
こ
と
遲
し
。
待
つ
身
の
つ
ら
さ
に
、
一
絶
を
呻
り
出
す
。

　
　
此
去
春
風
二
百
程
。
青
鞋
好
欲
趁
新
晴
。
待
君
未
至
坐
敲
句
。
籬
外
流
鶯

　
　
時
一
聲
。

　
詩
成
る
と
共
に
、
二
子
至
る
。
連
日
の
雨
は
霽
れ
た
れ
ど
、
空
は
く
も
り
て
、

風
寒
き
春
の
朝
な
り
。
千
住
、
松
戸
を
經
て
、
我
孫
子
ま
で
徒
歩
し
、
そ
こ
よ

り
汽
車
に
乘
る
。
大
利
根
を
過
ぐ
れ
ば
、
筑
波
山
近
く
孱
顏
を
現
は
し
、
秀
色

掬
す
べ
し
。
一
絶
を
作
る
。

　
　
又
拭
涙
痕
辭
帝
城
。
江
湖
重
訂
白
鴎
盟
。
天
公
未
使
吾
儕
死
。
到
處
青
山

　
　
含
笑
迎
。

　
土
浦
に
て
汽
車
を
下
る
。
一
帶
の
人
家
、
霞
ヶ
浦
に
接
す
。
白
帆
斜
陽
を
帶

び
て
、
霞
に
く
れ
ゆ
く
春
の
夕
暮
い
と
あ
は
れ
な
り
。
笹
本
と
い
ふ
旅
館
に
一

泊
す
。

　
明
く
れ
ば
、
四
月
六
日
な
り
。
路
を
北
條
に
取
り
、
神
郡
村
を
通
り
こ
せ
ば
、

筑
波
山
直
ち
に
面
に
當
り
て
屹
立
す
。
雙
峰
の
天
に
聳
ゆ
る
を
馬
耳
に
譬
ふ
る

は
、
已
に
陳
腐
な
り
。
強
ひ
て
此
山
を
形
容
す
れ
ば
、
蝦
蟇
の
目
を
張
つ
て
蟠

る
に
似
た
り
と
も
い
ふ
べ
き
乎
。
筑
波
の
市
街
は
、
山
腹
、
即
ち
蝦
蟇
の
口
の

上
に
在
り
て
、
層
々
鱗
次
す
。
當
年
士
女
が
此
に
來
り
て
蹈
舞
せ
し
歌
垣
の
名

殘
は
、
今
も
絶
え
ず
し
て
、
筑
波
祠
前
に
六
箇
の
妓
樓
あ
り
。
旅
館
は
わ
づ
か

に
三
戸
に
過
ぎ
ず
。
春
の
日
永
の
晝
寢
に
も
あ
き
た
る
に
や
、
遊
女
二
三
人
、

紐
帶
の
し
ど
け
な
き
姿
し
て
樓
前
に
草
摘
む
も
、
山
な
れ
ば
こ
そ
。
即
興
一
句

を
賦
す
。

　
　
の
ど
け
さ
や
傾
城
草
つ
む
山
の
上

　
三
軒
の
旅
館
、
江
戸
屋
尤
も
大
な
れ
ど
も
、
結
束
屋
眺
望
尤
も
好
し
。
結
束

に
小
憩
し
て
、
ま
づ
女
體
山
の
道
を
取
る
。
祠
前
に
掛
茶
屋
の
老
爺
、
余
等
を

呼
び
と
め
て
、
拜
殿
よ
り
左
へ
男
體
山
に
上
り
て
、
女
體
山
よ
り
下
ら
る
ゝ
が

順
路
な
り
と
い
ふ
。
そ
の
老
實
な
る
心
ば
か
り
は
汲
み
た
れ
ど
、
戯
れ
に
、
女

の
方
が
善
い
と
笑
ひ
す
て
て
上
る
。
半
分
ば
か
り
上
り
た
ら
む
と
思
ふ
處
に
、

忽
ち
頭
上
に
嬌
聲
あ
り
。
云
ひ
し
言
葉
は
わ
か
ら
ね
ど
、
鋭
く
耳
に
徹
す
。
筑

波
の
女
神
の
影
向
に
や
と
、
仰
ぎ
見
れ
ば
、
美
婦
、
岩
頭
に
立
て
り
。
傍
に
掛

茶
屋
あ
り
。
『
休
ん
で
行
け
』
と
い
ふ
。
休
み
て
ま
た
上
る
。
今
一
つ
掛
茶
屋

あ
り
、
こ
ゝ
に
は
老
夫
と
少
女
と
二
人
あ
り
。
是
よ
り
峯
脈
を
つ
た
う
て
女
體

山
に
至
る
迄
、
八
九
町
の
間
、
巨
巖
磊
々
と
し
て
、
一
々
其
名
あ
り
。
曰
く
、

天
の
岩
戸
扇
石
、
一
名
辨
慶
七
戻
り
、
高
天
の
原
、
紫
雲
石
、
天
の
岩
戸
胎
内

潜
り
、
國
割
石
、
神
樂
石
、
大
黒
石
、
北
斗
石
、
寶
珠
石
、
大
神
石
な
ど
是
れ

な
り
。
木
橋
あ
り
、
天
の
浮
橋
と
い
ふ
。
皆
馬
鹿
げ
た
る
名
な
り
。
其
中
に
て
、

出
船
入
船
と
名
付
け
た
る
は
、
稍
〻
氣
の
利
き
た
る
名
づ
け
方
也
。
二
石
相
竝

ん
で
、
其
形
巨
船
の
如
く
、
舳
艫
相
反
せ
り
。
其
傍
に
高
さ
一
丈
、
大
い
さ
こ

れ
に
稱
ひ
た
る
錨
あ
り
。
出
船
入
船
よ
り
思
ひ
つ
き
た
る
洒
落
な
る
べ
し
。
國

割
石
の
上
よ
り
、
北
に
足
穗
、
加
波
の
連
山
を
見
下
し
、
峯
上
を
西
に
下
れ
ば
、

女
體
、
寶
珠
の
二
峯
、
突
兀
と
し
て
天
を
摩
す
と
見
る
間
に
、
白
雲
飛
び
來
て
、

寶
珠
嶽
を
呑
み
、
將
に
女
體
峯
を
襲
は
む
と
す
。
や
が
て
寶
珠
嶽
に
上
れ
ば
、
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雲
は
今
女
體
を
包
み
て
、
山
下
八
州
の
野
、
手
に
取
る
如
く
見
え
し
が
、
忽
ち

に
し
て
、
白
雲
ま
た
下
よ
り
涌
き
來
り
て
、
全
く
下
界
を
封
じ
ぬ
。
人
は
雲
と

共
に
動
き
て
、
遂
に
女
體
山
に
上
る
。
こ
の
峯
、
海
を
拔
く
こ
と
、
八
百
七
十

六
メ
ー
ト
ル
、
男
體
よ
り
も
六
メ
ー
ト
ル
高
し
。
峯
上
數
武
の
地
あ
り
。
小
祠

を
安
ん
ず
。
見
る
〳
〵
雲
は
重
な
り
來
り
て
、
咫
尺
辨
ぜ
ず
。
天
風
倒
ま
に
我

衣
を
吹
い
て
、
天
人
我
に
咡
く
の
心
地
す
。
一
句
を
作
る
。

　
　
我
れ
獨
り
空
に
殘
り
し
霞
か
な

　
女
體
山
の
上
に
は
、
伊
邪
那
美
命
を
祭
り
、
男
體
山
の
上
に
は
伊
邪
那
岐
命

を
祭
る
。
其
他
、
天
照
大
神
を
始
め
と
し
、
諸
神
を
祭
れ
る
小
祠
相
接
し
、
そ

の
數
、
百
に
下
ら
ず
。
一
々
拜
み
ゆ
け
ば
、
頭
の
あ
が
る
遑
な
し
。
世
に
叩
頭

蟲
を
學
ば
む
と
す
る
人
の
稽
古
に
は
、
至
極
便
利
よ
き
山
也
。

　
男
峯
の
麓
に
掛
茶
屋
あ
り
。
も
と
五
軒
あ
り
し
が
、
其
中
の
向
月
、
放
眼
の

二
亭
は
こ
ぼ
た
れ
、
迎
客
、
遊
仙
の
二
亭
は
鎖
さ
れ
、
依
雲
亭
の
み
店
を
張
れ

り
。
茲
に
夫
婦
餅
を
ひ
さ
ぐ
。
そ
の
餅
は
、
團
子
を
平
た
く
つ
ぶ
し
た
る
が
如

き
も
の
を
竹
串
に
刺
し
、
之
に
田
樂
を
添
へ
た
り
。
何
故
に
夫
婦
餅
と
い
ふ
か

と
問
へ
ば
、
田
樂
と
合
せ
て
食
へ
ば
な
り
と
い
ふ
。
蓋
し
男
體
、
女
體
に
思
ひ

合
せ
た
る
俗
人
の
考
へ
也
。

　
こ
ゝ
は
女
體
山
と
男
體
山
と
の
間
な
れ
ど
も
、
女
峯
に
は
遠
く
し
て
、
男
峯

に
近
し
。
御
幸
原
の
稱
あ
れ
ど
、
峰
脈
の
上
の
一
小
地
に
過
ぎ
ず
。
こ
ゝ
よ
り

數
町
上
り
て
、
男
體
山
の
頂
に
達
す
。
密
雲
脚
下
を
封
し
て
眺
望
な
し
。
同
遊

の
横
山
子
、
こ
れ
よ
り
水
戸
に
赴
か
む
と
て
、
下
館
を
指
し
て
、
西
に
椎
尾
に

下
ら
む
と
し
、
澤
田
子
と
余
と
は
、
立
身
石
を
見
て
、
南
に
筑
波
町
に
下
ら
む

と
す
。
さ
ら
ば
と
て
、
山
頂
に
手
を
わ
か
つ
。
天
風
、
雲
を
送
つ
て
、
夕
陽
影

ひ
や
ゝ
か
な
り
。
一
首
の
腰
折
を
作
る
。

　
　
呼
び
か
は
す
聲
も
霞
に
消
え
ゆ
き
て

　
　
　
　
夕
影
寒
し
男
筑
波
の
や
ま

　
下
り
ゆ
く
程
に
、
余
等
遂
に
路
を
失
ひ
ぬ
。
澤
田
子
、
後
ろ
に
在
り
し
が
、

忽
ち
脚
を
失
し
て
、
こ
ろ
〳
〵
と
轉
が
り
來
た
る
。
あ
は
や
と
思
ふ
間
に
、
余

の
體
に
落
ち
重
な
り
、
余
も
共
に
轉
ぶ
。
下
に
小
牛
の
如
き
岩
あ
り
。
之
に
當

り
て
は
大
變
な
り
と
、
す
ば
や
く
足
を
以
て
其
岩
を
踏
み
、
身
體
し
ば
ら
く
餘

裕
を
得
て
、
傍
ら
の
樹
に
つ
か
ま
り
て
、
余
等
二
人
は
止
ま
る
こ
と
を
得
た
れ

ど
、
そ
の
餘
勢
は
岩
に
傳
は
り
て
、
こ
ろ
び
始
め
ぬ
。
あ
は
れ
や
石
に
手
な
し
。

木
に
つ
か
ま
る
こ
と
能
は
ず
。
見
る
〳
〵
、
樹
を
裂
き
、
枝
を
く
だ
き
、
す
さ

ま
じ
き
音
し
て
下
り
ゆ
き
て
、
他
の
巖
と
鬪
ひ
て
、
雲
底
に
火
花
を
散
ら
す
な

ど
、
壯
觀
云
は
む
方
な
し
。
わ
れ
ら
始
め
て
生
き
か
へ
り
た
る
心
地
し
て
、
口

言
ふ
こ
と
能
は
ず
、
體
動
く
こ
と
能
は
ず
、
相
顧
み
て
茫
然
と
し
て
佇
立
せ
し

が
、
果
て
は
谷
底
に
落
ち
た
る
に
や
、
岩
の
響
全
く
聞
え
ず
な
り
ぬ
。
わ
れ
ら

荊
棘
を
排
し
、
榛
莽
を
ひ
ら
き
て
、
漸
く
路
を
得
て
下
る
。
清
水
の
滴
る
處
あ

り
。
こ
れ
有
名
な
る
み
な
の
川
の
源
な
り
。
一
首
を
作
る
。

　
　
雲
の
上
の
高
根
を
よ
そ
に
み
な
の
川

　
　
　
　
落
ち
て
下
り
て
淵
と
な
る
ら
む

　
陰
雲
遂
に
雨
を
か
も
し
て
、
冷
氣
雨
と
共
に
肌
に
徹
す
。
一
難
わ
づ
か
に
の

が
れ
て
、
又
一
難
來
た
る
。
洵
に
さ
ん
／
″
＼
な
目
に
逢
ひ
た
り
。
喬
杉
の
下

の
險
路
を
一
呼
し
て
下
り
、
薄
暮
、
結
束
屋
に
達
す
。
夜
に
入
り
て
、
雨
益
〻

甚
し
く
、
山
風
加
は
り
て
、
窓
を
打
つ
音
物
凄
し
。
向
側
の
妓
樓
に
て
、
絲
肉

の
聲
、
盛
ん
に
起
る
。
宿
の
娘
に
問
へ
ば
、
こ
の
地
に
二
人
の
老
い
た
る
藝
者

あ
り
、
東
京
よ
り
來
れ
る
な
り
と
い
ふ
。

　
　
山
里
の
蘇
小
老
い
た
り
春
の
雨

　
雨
の
寂
し
き
に
、
用
事
仕
舞
ひ
た
ら
ば
、
話
し
に
來
ず
や
と
言
ひ
た
る
を
、

ま
こ
と
に
受
け
て
、
宿
の
娘
の
、
年
十
五
六
ば
か
り
な
る
が
、
茶
を
入
れ
か
へ
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て
、
持
ち
來
た
る
。
浴
後
、
白
粉
淡
く
施
し
た
れ
ば
、
別
人
の
觀
あ
り
。
同
胞

三
人
、
上
の
姉
は
、
家
に
在
り
て
養
子
を
迎
へ
、
中
の
姉
は
東
京
に
出
で
居
れ

り
。
妾
も
二
三
月
の
後
に
、
東
京
に
行
か
む
と
い
ふ
。
良
縁
あ
り
た
る
に
や
と

問
へ
ば
、
唯
〻
か
ぶ
り
振
る
。

　
　
こ
ち
ら
向
け
山
物
凄
き
夜
の
雨

　
こ
れ
は
、
『
こ
ち
ら
向
け
我
も
寂
し
き
秋
の
暮
』
の
出
來
損
ひ
也
。
澤
田
子

側
よ
り
難
じ
て
曰
く
、
そ
の
句
に
は
季
が
無
い
と
。
わ
れ
戯
れ
に
答
へ
て
曰
く
、

本
當
に
氣
が
有
つ
て
た
ま
る
も
の
か
と
、
澤
田
子
噴
飯
す
。
こ
の
洒
落
、
娘
に

は
分
り
し
や
否
や
知
ら
ね
ど
、
同
じ
く
笑
ひ
を
添
へ
ぬ
。

　
明
く
れ
ば
、
風
雨
名
殘
な
し
。
八
州
の
野
。
蒼
茫
と
し
て
、
脚
底
に
横
は
る
。

　
　
俊
鶻
の
翼
に
低
し
富
士
の
山

　
宿
を
朝
鳥
と
共
に
立
ち
わ
か
れ
て
下
る
。
顧
み
て
筑
波
山
を
望
め
ば
、
七
合

目
以
上
に
は
、
『
し
が
』
か
ゝ
り
て
白
し
。
玲
瓏
に
非
ず
、
模
糊
に
非
ず
。
雲

と
も
見
え
ず
、
雪
と
も
見
え
ず
、
又
烟
と
も
見
え
ず
。
蓋
し
夜
來
の
零
露
、
曉

寒
に
逢
う
て
氷
れ
る
も
の
、
土
俗
呼
ん
で
、
『
し
が
』
と
は
云
ふ
な
り
。
北
條
、

今
鹿
島
、
福
岡
、
水
街
道
を
經
て
、
こ
の
夜
、
野
木
崎
村
に
一
泊
す
。

　
宿
の
名
を
藤
本
と
い
ふ
。
旅
館
と
料
理
屋
と
を
兼
ね
た
り
。
浴
後
、
酒
を
命

ず
。
土
浦
、
筑
波
の
宿
に
比
し
て
、
そ
の
味
大
い
に
好
し
。
且
つ
旅
宿
も
今
夜

が
最
終
な
れ
ば
、
安
心
し
て
大
い
に
飮
む
。
飮
む
で
饒
舌
る
。
酌
女
一
人
に
て

は
敵
し
が
た
し
と
て
、
又
一
人
來
た
る
。
肴
盡
き
て
更
に
肴
を
命
じ
、
酒
は
七

本
を
倒
す
。
興
未
だ
盡
き
ざ
れ
ど
、
嚢
中
を
想
へ
ば
心
細
し
。
二
圓
餘
り
し
金
、

四
十
錢
を
二
人
の
女
に
祝
儀
に
や
り
た
れ
ば
、
餘
す
所
は
、
わ
づ
か
に
一
圓
六

十
錢
、
ぐ
ず
〳
〵
し
て
居
れ
ば
、
又
一
人
來
さ
う
な
氣
色
な
れ
ば
、
已
む
を
得

ず
、
切
り
上
げ
て
眠
る
。
枕
上
一
絶
を
賦
す
。

　
　
無
限
春
風
離
別
苦
。
征
途
有
恨
君
看
取
。
我
將
雙
涙
寄
孤
雲
。
灑
作
筑
波

　
　
山
下
雨
筑
波
山
下
雨
」
は
マ
マ
﹈

　
夜
明
け
て
大
い
に
心
配
せ
し
が
、
勘
定
取
つ
て
見
れ
ば
、
案
ず
る
よ
り
生
む

が
易
く
、
勘
定
は
一
圓
二
十
錢
に
て
、
な
ほ
四
十
錢
を
餘
し
ぬ
。
茶
代
は
、
目

を
つ
ぶ
つ
て
去
る
。

　
流
山
に
來
り
、
汽
船
に
乘
り
て
利
根
川
を
下
ら
む
と
欲
し
、
兩
國
橋
ま
で
の

船
賃
を
問
へ
ば
、
一
人
前
が
二
十
三
錢
な
り
と
い
ふ
。
や
れ
〳
〵
都
合
六
錢
足

ら
ず
。
こ
ゝ
は
味
醂
の
名
所
な
れ
ば
、
酒
店
に
腰
か
け
て
、
余
は
一
合
飮
み
、

澤
田
子
は
五
勺
飮
む
、
こ
の
代
六
錢
な
り
。
松
戸
に
來
り
し
時
、
正
午
に
近
し
。

澤
田
子
二
錢
の
芋
を
買
う
て
午
食
に
充
つ
。
余
は
芋
を
好
ま
ず
、
二
錢
の
駄
菓

子
を
買
ひ
ぬ
。
餘
す
所
三
十
錢
、
か
く
儉
約
せ
る
も
の
は
、
市
川
よ
り
汽
船
に

乘
ら
む
と
思
へ
ば
な
り
。

　
さ
て
市
川
に
來
り
て
、
船
賃
を
問
へ
ば
、
一
人
前
十
三
錢
、
は
し
け
が
二
錢
、

二
人
に
て
丁
度
三
十
錢
な
り
。
さ
れ
ど
、
出
發
は
六
七
時
に
し
て
、
な
ほ
四
五

時
を
餘
せ
り
。
そ
の
間
、
駄
菓
子
二
錢
の
午
食
で
は
、
堪
へ
得
べ
く
も
あ
ら
ね

ば
、
遂
に
舟
行
を
斷
念
し
て
、
壽
司
屋
に
入
り
て
、
飽
く
ま
で
も
壽
司
を
食
ひ
、

汽
車
に
乘
つ
て
歸
り
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
一
年
）
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。
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フ
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